
　

江
戸
の
由
緒
あ
る
祭
り
の
ひ
と

つ
、浅
草
神
社
例
大
祭
（
三
社
祭
）

で
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
た
ち

が
氏
子
町
会
の
み
こ
し
や
神
社
の

本
社
み
こ
し
「
一
ノ
宮
」
を
担
い

で
練
り
歩
き
ま
し
た
。
建
学
祭
な

ど
で
親
交
を
深
め
て
き
た
「
高
輪

神
輿
同
好
会
」の
協
力
で
実
現
し
、

た
か
な
わ
会
の
役
員
ら
も
学
生
に

祭
り
の
仕
来
り
や
歴
史
を
指
導
し

て
半
被
を
提
供
。
地
域
連
携
や
年

長
者
と
の
交
流
の
豊
か
さ
を
伝
え

ま
し
た
。

　

今
年
度
た
か
な
わ
会
の
総
会
を
５
月
27

日
に
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。総
会
で
は
左
記
の
４
議
案
を
議
論
し
、

す
べ
て
原
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

❶ 

２
０
１
６
年
度
事
業
報
告

　

❷ 

２
０
１
６
年
度
収
支
決
算
報
告

　

❸ 

２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
と
課
題

　

❹ 

２
０
１
７
年
度
事
業
予
算
計
画
案

　

前
年
度
事
業
報
告
で
は
、
学
部
支
援
や

情
報
通
信
学
部
同
窓
会
な
ら
び
に
地
域
と

の
連
携
強
化
に
努
め
、
熊
本
地
震
復
興
支

援
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
今

年
度
事
業
計
画
で
は
臨
時
総
会
を
11
月
３

日
に
開
催
す
る
こ
と
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
活
動
を
拡
充
す
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総
会
で
承
認
さ

れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　【
会
長
】
福
田
力
【
副
会
長
】
松
本
弘
、　

大
竹
義
則
、
茶
木
一
徳
、
和
田
洋
治
、
廣

田
一
郎
、
古
川
一
敏
、
宇
野
匤
博
、
渡
辺

賢
治
、野
島
甫
映
、牧
野
誠
子【
事
務
局
長
】

鷺
阪
道
雄
【
監
事
】
平
田
靖
、
大
崎
安
雄

'17
年
度
総
会
を
開
催

　

た
か
な
わ
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、

学
生
た
ち
の
協
力
を
得
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

総
会
や
高
輪
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内
の
ほ
か
、
た
か
な
わ
会
の

活
動
の
様
子
や
歴
史
、
組
織
構
成

な
ど
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
近
況
報
告
や
各

年
度
の
収
支
決
算
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
会
報
「
高
輪
だ
よ
り
」
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
２
０
１
１
年

度
以
降
）
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

掲
示
板
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
情
報
交
流
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

ホームページを
　リニューアルしました

学生が三社祭に参加
　　たかなわ会と地域のつながりで発行日　2017 年（平成 29）８月 31 日

発行所　たかなわ会
　事務局　〒 108-8619
　　　東京都港区 2-3-23
　　　東海大学高輪キャンパス
　　　情報通信学部　星野祐子気付
　運営事務局　〒 225-0001
　　　横浜市青葉区美しが丘西 2-6-25
　　　　　東海メンテナンス（株）内
　　　　　TEL.045-482-3371
　　　　　http://takanawakai.jp/

たかなわ会
会長

福田 力

  

母
校
と
地
域
、
　

  

　
会
員
の
発
展
に
寄
与

東海大学
情報通信学部

学部長
濱本 和彦

　
国
際
社
会
で
活
躍
す
る

　
　
　
　
　
技
術
者
の
育
成
を

東海大学
情報通信学部

同窓会会長
市川 翔康

　
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
集
い
の
場
に
　
　

2017（平成 29 年）
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た
か
な
わ
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
、
本
会

へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
感
謝
と
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。
東
海
大
学
短
期
大
学

部
が
東
海
大
学
情
報
通
信
学
部
へ
と
改
組

さ
れ
、
本
会
が
東
海
大
学
同
窓
会
の
公
認

団
体
と
な
っ
て
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
、
母
校
と
学
生
、
会
員
相
互
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
高
輪

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
な
ど
新
し
い
事
業
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
本
会
の
未
来
像
を
検
討

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
を
重
ね
る
中
で
地
域
の

方
々
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
感
謝

の
思
い
と
共
に
「
本
会
が
中
心
と
な
っ
て

母
校
と
学
生
、
住
民
の
方
々
を
繋
い
で
い

こ
う
」
と
い
う
本
会
の
方
向
性
が
見
え
て

参
り
ま
し
た
。
相
手
の
素
顔
が
見
え
る
形

で
、
大
学
と
地
域
の
協
働
を
お
手
伝
い
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
、
学
校
法
人
東
海
大
学
は
建
学
75

周
年
を
迎
え
、
我
々
の
前
身
で
あ
る
電
気

通
信
工
学
校
は
開
校
80
周
年
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
第
５
回
高
輪
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
そ
の
節
目
を
祝
う
会
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

た
か
な
わ
会
の
先
輩
方
に
は
、
日
ご
ろ

の
ご
指
導
と
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
貴
会
の
行
事
に
お
招
き
い

た
だ
く
中
で
同
窓
会
の
運
営
方
法
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

１
期
生
の
卒
業
と
同
時
に
発
足
し
た
情

　

た
か
な
わ
会
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り

情
報
通
信
学
部
と
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
活

動
に
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
つ
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
学
部
で
は
高
輪
キ
ャ
ン

パ
ス
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
高
い
志
を
も
っ

て
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
技
術
者
の
育
成

報
通
信
学
部
同
窓
会
も
満
５
歳
と
な
り
ま

し
た
。
今
春
は
約
２
９
０
人
が
卒
業
し
、

卒
業
生
の
総
数
も
１
７
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
貴
会
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
組
織
で

す
が
、
先
輩
方
の
背
中
を
追
っ
て
母
校
と

会
員
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
新
米
社
会
人
と
し
て
仕
事
に
精

一
杯
で
、
な
か
な
か
同
窓
会
活
動
を
充
実

さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス

と
い
う
共
通
の
故
郷
を
集
い
の
場
に
、
貴

会
と
歩
ん
で
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
先
輩
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業
が
集
ま
る
品
川
地
域
の
優
位

性
を
活
か
し
、産
学
連
携
教
育
を
実
践
し
、

社
会
的
需
要
を
見
据
え
た
技
術
開
発
の
即

戦
力
を
養
成
す
る
と
同
時
に
、
英
語
力
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
授
業

を
充
実
さ
せ
て
人
材
を
育
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

技
術
者
の
先
達
で
あ
る
皆
さ
ま
の
ご
活

躍
は
我
々
の
誇
り
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
、
共
に
歩
む
こ
と

を
願
っ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

http://takanawakai.jp/

（単位：円）
科目 予算額 決算額 差異

運営活動費 490,000 241,000 249,000
維持会費 150,000 143,000 7,000
広告収入 110,000 110,000 0
雑収入 0 40,000 -40,000
熊本復興支援募金 0 208,740 -208,740
前年度繰越金 5,038,769 5,038,769 0

収入合計 5,788,769 5,781,509 7,260

総会・懇親会費 250,000 210,000 40,000
クラス・ＯＢ会援助費 80,000 60,000 20,000
学園渉外費 200,000 296,353 -96,353
建学祭費 225,648 300,730 -75,082
印刷費 770,000 590,809 179,191
会議運営費 60,000 22,344 37,656
消耗品費 3,000 21,572 -18,572
通信運営費 100,000 91,955 8,045
旅費交通費 10,000 13,000 -3,000
熊本復興支援 0 200,740 -200,740
雑費 100,000 0 100,000
翌年度繰越金 3,990,121 3,974,006 16,115

支出合計 5,788,769 5,781,509 7,260

（単位：円）
科目 前年度決算額 予算額 差異

運営活動費 241,000 300,000 -59,000
維持会費 143,000 200,000 -57,000
広告収入 110,000 110,000 0
雑収入 40,000 50,000 -10,000
熊本復興支援募金 208,740 200,000 8,740
前年度繰越金 5,038,769 3,974,006 1064763

収入合計 5,781,509 4,834,006 947,503

総会・懇親会費 210,000 100,000 110,000
クラス・ＯＢ会援助費 60,000 100,000 -40,000
学園渉外費 296,353 200,000 96,353
建学祭費 300,730 200,000 100,730
印刷費 590,809 150,000 440,809
会議運営費 22,344 50,000 -27,656
消耗品費 21,572 20,000 1,572
通信運営費 91,955 50,000 41,955
旅費交通費 13,000 10,000 3,000
熊本復興支援 200,740 200,000 740
建学75周年記念募金 0 500,000 -500,000
翌年度繰越金 3,974,006 3,254,006 720,000

支出合計 5,781,509 4,834,006 947,503

（単位：円）
科目 金額

現金 132,658
普通預金

一般振替口座

資産合計 3,974,006

0

3,841,348

みずほ銀行麻布支店
口座番号0040965

高輪郵便局　郵便振替
口座番号00100-7-702746

財産目録
2017年３月31日現在の残高

備考

今年度は高輪支援

支出の部

2017年度　予算
2016年４月１日から2017年３月31日まで

備考

収入の部

今年度は高輪支援

収入との差分あり

校友会館
バレー部など
祝い金など

2016年度収支決算書

支出の部

収入の部

振込手数料含む
発送費含む

備考
2016年４月１日から2017年３月31日まで

総会・建学祭など

催事祝い金



　
　
　

　　

学
校
法
人
東
海
大
学
が
建
学
75
周
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。学
園
で
は
こ
の
節
目
を
、

建
学
１
０
０
周
年
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の

年
と
位
置
づ
け
、
学
園
の
歴
史
を
踏
ま
え

た
、
既
存
の
学
問
領
域
に
と
ら
わ
れ
な
い

教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
新
し
い
工
夫

や
発
見
に
満
ち
た
若
者
た
ち
の
学
び
の
場

の
創
造
に
取
り
組
み
、
未
来
に
向
か
っ
て

確
固
た
る
総
合
教
育
機
関
と
し
て
邁
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
面
で
は
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
の
18
号

館
や
19
号
館
を
は
じ
め
、
全
国
の
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
や
付
属
校
園
で
教
育
環
境
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
11
月
１
日
の
建
学

記
念
日
に
は
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
学

園
の
建
学
75
周
年
を
お
祝
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

東海大学
建学75周年

高
輪
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と

神
輿
巡
業
に
参
加
し
よ
う

熊
本
震
災
復
興
に
エ
ー
ル
を

　

た
か
な
わ
会
で
は
、
昨
年
の
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
地
域
と
東
海
大
学
熊
本
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ら
び
に
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
の
復

興
を
支
援
す
る
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
ず

支
援
金
と
し
て
20
万
０
７
４
０
円
を
学
園

の
義
援
募
金
に
寄
付
し
た
ほ
か
、
応
援
の

寄
せ
書
き
フ
ラ
ッ
グ
を
お
届
け
し
ま
し

た
。ま
た
プ
レ
ハ
ブ
の
倉
庫
を
寄
贈
し
て
、

物
資
の
備
蓄
な
ど
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
た
か
な
わ
会
で
は
今
年
も
被

災
地
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

元
の
方
々
に
感
謝
を
し
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
費
は
た
か
な
わ
会
関
係
者
な
ら
び
に

東
海
大
学
同
窓
生
は
３
０
０
０
円
で
、
そ

の
う
ち
１
０
０
０
円
を
熊
本
地
震
の
復
興

支
援
金
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
地
域
の
皆
様
に
も
会
費
と
し
て

１
０
０
０
円
の
復
興
支
援
金
を
お
預
か
り

し
ま
す
）。
ぜ
ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

　

な
お
建
学
祭
で
は
、
今
年
も
た
か
な
わ

会
と
地
域
が
協
力
し
て
東
海
大
御
神
輿
の

巡
行
を
行
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
建
学
祭
が
開
催
さ

れ
る
11
月
３
日
（
祝
・
金
）
に
、
卒
業
生

が
母
校
に
集
う
催
し
と
し
て
第
５
回
高
輪

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
学
校
法
人
東
海
大
学
の
建
学
75

周
年
と
、
母
校
の
前
身
で
あ
る
電
気
通
信

工
学
校
の
開
校
80
周
年
を
祝
う
会
と
し
て

実
施
し
、
同
窓
会
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
皆
様
を
お
招
き
す
る
「
高
輪
キ
ャ
ン
パ

ス
お
も
て
な
し
フ
ェ
ア
」
と
し
て
開
催
す

る
計
画
で
す
。

■コラム「電波塔」連載終了のご挨拶

　長きに渉って電波塔のご愛読感謝いたします。電波通信の時代

から、ＩＯＴネットワーク社会へと変貌を遂げる今日、時代の区

切を迎え世代交代筆を置く事といたしました。これからも、高輪

の歴史、精神を継続していかれる事を強く望みます。11 月３日

建学祭でお会いするのを楽しみにしております。

1955年度（昭和30）東海高等通信工学校通信本科卒業　亀山富夫

2016年度 たかなわ会 維持会費納入者

東理代吉　
石井康允
石幡敏臣
稲田文夫
伊藤勝啓
伊藤里美
伊藤和夫
岩本　弘
宇野匡博
植村弘夫
小野惣七郎
大木　繁
及川佳則
大崎安雄
加藤竜昭

亀山富夫
佐伯久文
鷺阪道雄
杉本　宏
鈴木鉄夫
菅原久昭
田仲健一
武末和寿
戸田憲人
茅根　一
茶木一徳
永井　渇
永井　満
長澤　伸
長友泰史郎 

西脇あき祐
野田政宏
野島甫映
橋邊光明
濱田　暢
平田　靖
藤野政則
廣田　弘
廣田一郎
福士博之
古川一敏
牧野誠子
松井　定
松本    弘
松元美一

三矢　勤
宮入　強
宮崎光義
宮崎常男
向井　薫
村田郁郎
望月浩美
森　茂樹
森　恭三
山本晴生
吉岡貞一
渡辺国朗
渡辺賢治
福田　力

（順不同・敬称略）

▪
バ
レ
ー
部
が
50
周
年
を
迎
え
ま
す

　

高
輪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
創
部
50
周
年

記
念
式
典
、
懇
親
会
を
２
０
１
８
年
５
月

19
日
（
土
）
に
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
ま
す
。
短
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
現
役
バ

レ
ー
部
と
の
共
催
で
す
。
当
日
は
親
睦
試

合
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。
関
係
者
の

皆
様
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

広
田
一
郎
（
82
年
度
電
子
工
学
科
卒
）

▪
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
も
恒
例
の
第
18
回
松
前
杯
争
奪
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
２
月
18
日
に
品
川
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
た
か
な
わ
会
会
員
の
ほ
か

学
生
た
ち
も
参
加
し
、
大
会
後
の
懇
親
会

と
合
わ
せ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

◆高輪カミングデー　スケジュール◆
10：00　建学祭・東海大神輿　集合
　　　　　　　　　　　　　　（更衣室あり）
10：30 ～ 12：30　御神輿巡行
12：00 ～ 13：00　たかなわ会臨時総会
13：00 ～ 15：00　高輪キャンパス
　　　　　　　　　　おもてなしフェア
※総会・フェアの会場は３号館４階を予定し
　ています。

❖
地
域
の
サ
イ
ト
を
共
同
運
営

　

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
と
教
職
員
が

白
金
高
輪
エ
リ
ア
の
地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
プ
ラ
チ
ナ
た
か
な
わ.net

」
の

製
作
・
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

❖
国
際
会
議
で
研
究
発
表

　

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
の
山

本
宙
准
教
授
ら
の
研
究
室
に
所
属
す
る
４

年
次
生
３
名
が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ

れ
た
国
際
会
議
「PD

PT
A

'17

」
に
参
加

し
、
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

❖
地
域
の
音
楽
祭
に
参
加

　

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
ー
ク
ル
が
、
６

月
に
高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第

12
回
み
な
と
高
輪
音
楽
祭
に
出
演
し
ま
し

た
。
白
金
の
丘
小
学
校
合
唱
団
、
シ
ニ
ア

世
代
を
中
心
と
し
た
高
輪
混
声
合
唱
団
に

よ
る
合
唱
と
共
演
し
、
音
楽
を
通
し
て
多

世
代
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

❖
右
記
ニ
ュ
ー
ス
の
詳
細
は
、
東
海
大
学

の
公
式
サ
イ
ト
《http://w

w
w

.u-tokai.
ac.jp/

》内「
情
報
通
信
学
部
」「
高
輪
キ
ャ

ン
パ
ス
」
の
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

た
か
な
わ
会
の
副
会
長
を

務
め
る
古
川
一
敏
さ
ん
が
日

刊
工
業
新
聞（
７
月
12
日
付
）

の
人
物
紹
介
コ
ラ
ム
「
わ
が

友
わ
が
母
校
」
に
登
場
し
ま

し
た
。
古
川
さ
ん
は
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ

部
の
１
期

生
で
、
記

事
で
は
ス

キ
ー
の
話

題
を
中
心

に
人
生
の

教
訓
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

古
川
さ
ん
は
短
大
卒
業
後
、

九
州
工
業
大
学
の
大
学
院
を

修
了
。
現
在
は
東
京
工
業
大

学
の
特
任
教
授
と
ア
ー
ト
ヒ

カ
リ
株
式
会
社
の
代
表
取
締

役
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
九

工
大
や
東
工
大
で
は
な
く
、

東
海
大
学
短
期
大
学
部
の
卒

業
生
と
し
て
記
事
に
登
場
し

た
古
川
さ
ん
。「
建
学
の
精

神
で
わ
が
母
校
と
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

活躍するたかなわ会員
　アートヒカリ社長　古川一敏さん

（1972年度 電気通信工学科卒）　

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス

た
か
な
わ
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


